
第１１回ペイシェントサロンの未来を語る会・創る会 

（ペイシェントサロン協会第３０回役員会） 議題一覧 

日時：2021年 3月 2日(火) 語る会 18:30～19:00 創る会 19:30～21:00 

場所：ＺＯＯＭによるオンライン開催 

 

【ファイザー助成プログラムの進捗状況について】 

 社会情勢により、可能な範囲で残りのスケジュールを実行していく。現地の協力者と相談しながら無理なく進

めていく。横浜に関してはオンラインに変更した。再調整したスケジュールを整理しておく。 

 →鈴木氏 

 ① 松本 ② 秩父 ③ 横浜 

PS の試行 11/7 

9 名 

石原・鈴木 

11/15 

13 名 

藤井・鈴木 

11/22 

6 名 

竹波・鈴木 

ファシリ講座 11/28 

9 名 

石原・鈴木 

12/13 

5 名 

藤井・鈴木 

オンラインへ切り替え 

↓ 

ｵﾝﾗｲﾝ PS 

試行 

1/23 5 名  

竹波・鈴木 

ファシリ講座

① 

2/13 5 名 

竹波・鈴木 

ファシリ講座

② 

2/28 4 名 

竹波・鈴木 

受講者による

開催・評価 

3/28(日程調整中) 

竹波・鈴木 

評価者 加藤 

  

受講者による 

開催①・評価 

12/19 

11 名 

石原・鈴木 

評価者 藤井 

3/20 

 

藤井・鈴木 

評価者 石原 

受講者による 

開催② 

3/13 

 

石原・鈴木 

3/24 

 

加藤・鈴木 

  

 ：終了済 

 

○その他の事項 

・1月末でファイザーに対して報告書を提出。4月初頭に最終報告書を提出する。 

・4月以降のフォロー：ネットで継続していく。基本的に各地とも独自開催の見込み 

・ファイザーの予算（全 50万円）に余剰金が発生する見込み。残金に応じて 3月末に消耗品購入する。 

→このスケジュール通り実行する。鈴木が主導し、各担当と協同し、３月末までに予算を執行していく。 

 

【本日の検討及び報告事項】 

★報告事項 

・総会を経て山田隆司さん、津富宏さん、眞木千夏さんが退会となった。現在、名簿に３名以外にも退会者がそ

のまま掲載されているので、加藤が北原に連絡して反映させる。 

→加藤が北原と調整し、名簿に反映させる 

 

★ｗｅｂ、情報発信関連 

・間藤氏を中心にホームページ改定作業を進め、毎月 1回以上更新し、広く適時的確な情報発信を行う。 

 →間藤氏 



 

・藤井氏を中心にメルマガの編集を行っている。会員に寄稿をお願いし、連載している。 

 →藤井氏、 

 →寄稿連載：先月は間藤さん、今月は竹波さんに依頼している。 

 

★総会を受けて 

・２月６日（土）の総会で今年度の活動計画は承認された。 

 

○ファイザー関連（プログラムの完遂、成果を報告書にまとめる、パッケージ支援プログラムの公開） 

３月末までにプログラムを完遂、４月初頭に報告書提出、パッケージ支援プログラムは５月初頭に公開 

→鈴木が掲載内容を吟味し、間藤氏と調整しサイトへ掲載 

 

○活動資金の確保 

助成金への応募等、鈴木を中心に進める。 

→5月の役員会で鈴木氏が具体的に案を出す 

 

○新規 PS を 3 か所で開設し、定期開催できるようフォローしていく （信州・秩父・横浜） 

オンラインを活用して適宜継続していく 

→秩父：鈴木氏と藤井氏で別途打ち合わせ 

 横浜：竹波氏、信州：石原がそれぞれ活動状況を把握する 

 

○新たな 3か所でのパッケージ支援 

５月～６月に開催地の募集と選定７～９月に実施？ 

→担当：藤井氏、石原氏 

 新規の評価をする 慶應大学薬学部（堀氏）の協力を得て、研究と連動させていく 

 

○活動紹介用の動画コンテンツ作成 

７月の語る会でアイデアを出し合い、８月下旬から９月に撮影し、編集を経て公開。間藤、鈴木、加藤を中心に

進める。 

→加藤氏を中心に間藤氏、鈴木氏が協力して行う 

 ６月に素案を３人で考える 

 ８～９月養成講座の場面を撮影して使う 

 

○ファシリテーター養成講座講師育成プログラムを 1 回開催する 

８月末～９月初頭を想定。竹波、鈴木が担当予定。 

→鈴木がファシリテーター講座の講師マニュアルを作る 

 ６月頃ブラッシュアップ会を行う ファシリテーター養成講座講師育成プログラム受講者として、 

加藤氏中心に藤井氏と協力して開催する 

  

○パッケージ開催以外に、ファシリテーター養成講座を 1 回以上／年、開催する 

９月末ころを想定。藤井と加藤が講師を務める予定。 

 

○活動の親和性が高い団体とのコラボ企画を行い、活動の周知を図る 



７月頃コラボ相手を選定。８月～９月で打ち合わせ、１０月中に開催を想定。加藤が窓口となる。 

→その他の候補：CAN net、JPPaC 

どう相乗効果を狙ってやっていくか、前もって検討してから話を持っていく 

 

○協会の活動を紹介できる場に積極的に参加し、知名度向上に努める 

２月のＡＭＣＯＰミーティングで加藤が活動紹介をした。今後も機会を見つけて紹介していく。 

 

上記以外に、鈴木氏が 3月 16日に、「文京区 100人カイギ Vol.16」にて活動紹介をする 

 

○研究に協力していく 

堀が窓口となり進めていく。 

→近々イメージ共有していくため、堀が中心となり、関係者と打ち合わせを行う。 

  

★その他 

→北原氏へ領収書の原本未送者は、早急に送ること 

 

□今後の日程 

 →次回は５月１２日（火）に開催する予定。開催形式は状況を鑑みて判断する。 

→５月１１日（火）文京区年間予約は抽選で漏れた 会場は改めて検討、オンラインによる実施の可能性もある。 

 加藤が判断していく。 


